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京都府の教育に関する主な指標
H30.10 新総合計画策定懇話会 文教部会資料

質の高い学力をはぐくむ

指標 28年度実績 29年度実績
全国学力・学習状況調査の平均正答率が全国平均正答率の１／２ 小6国:7.7% 小6国: 8.1%
以下の子どもの割合 算:11.7% 算:10.2%

中3国:9.0% 中3国: 8.0%
数:14.6% 数:11.1%

学校の授業時間以外の勉強時間が平日１日当たり30分に満たない 小6:14.2% 小6:13.3%
子どもの割合 中3:21.2% 中3:18.5%
国語や算数・数学の勉強が「好き」な子どもの割合 小6国54.0% 小6国:56.2%
（「国語・算数・数学の勉強は好きですか」という各質問に対し 算63.2% 算:62.8%
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童 中3国55.3% 中3国:53.8%
生徒の割合の計） 数53.3% 数:52.7%
社会人などの専門性を活かした授業を実施している学校の割合 小:91.4% 小:92.3%

中:71.9% 中:78.5%
高: 100% 高: 100%

高校・大学連携事業を実施している府立高等学校の割合 87.8% 100%

■「全国学力・学習状況調査」（文部科学省）府内小中学生の得点率の推移
（全国の平均正答率を100として標準化した数値）

■全国学力・学習状況調査結果【都道府県別順位の推移】

96

98

100

102

104

106

H24 H26 H27 H28 H29

小学校６年生

国語 A：知識 国語 B：活用

算数 A：知識 算数 B：活用

96

98

100

102

104

106

H24 H26 H27 H28 H29

中学校３年生

国語 A：知識 国語 B：活用
数学 A：知識 数学 B：活用

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

小学校 ７位 11位 ９位 ８位

中学校 12位 17位 13位 12位

実施教科 国・算（数）・理 国・算（数） 国・算（数） 国・算（数）・理

資料４



- 2 -

人を思いやり尊重する心など、豊かな人間性をはぐくむ

指標 28年度実績 29年度実績
人が困っているときは進んで助けようとする子どもの割合 小4:87.5% 小4:87.0%
（「人が困っているときは、進んで助けていますか」という質問 中1:85.7% 中1:86.7%
に対し「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答し 中2:79.2% 中2:80.5%
た児童生徒の割合の計）
地域の自然や歴史について関心がある子どもの割合 小4:70.2% 小4:66.8%
（「今住んでいる地域の歴史や自然について関心がありますか」 中1:52.4% 中1:51.9%
という質問に対し「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」 中2:33.6% 中2:34.9%
と回答した児童生徒の割合の計）
自分には、よいところがあると思う子どもの割合 小6:75.9% 小6:77.9%
（「自分には、よいところがあると思う」という質問に対し「当 中3:67.7% 中3:70.6%
てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童生徒
の割合の計）
朝の読書などの一斉読書の時間を週１回以上設けている学校の割 小:95.7% 小:97.1%
合 中:92.7% 中:94.6%
高校生伝統文化事業参加生徒数（年間／延べ人数） 8,431人 7,893人

たくましく健やかな身体をはぐくむ

指標 28年度実績 29年度実績
運動やスポーツをすることが好き ＜小5＞ ＜小5＞
な子どもの割合 男子:93.3%女子:85.1% 男子:92.8%女子:85.4%
（「運動やスポーツをすることは好 ＜中2＞ ＜中2＞
きですか」という質問に対し「好 男子:88.3%女子:76.5% 男子:89.5%女子:76.1%
き」「やや好き」と回答した児童生
徒の割合の計）
１週間の総運動時間が60分未満の ＜小5＞ ＜小5＞
子どもの割合 男子: 6.6%女子:11.9% 男子: 6.6%女子:13.1%

＜中2＞ ＜中2＞
男子: 6.3%女子:20.5% 男子: 5.3%女子:19.1%

子どもの体力・運動能力の状況 ＜小５＞ ＜小５＞
50ｍ走 50ｍ走

男子9.19秒女子9.46秒 男子9.14秒女子9.42秒
握力 握力

男子16.25kg女子15.61kg 男子16.26kg女子15.89kg
ボール投げ ボール投げ

男子24.05m女子15.38m 男子23.90m女子15.44m
＜中２＞ ＜中２＞
50m走 50m走

男子7.84秒女子8.65秒 男子7.85秒女子8.56秒
握力 握力

男子29.01kg女子24.00kg 男子29.05kg女子24.46kg
ボール投げ ボール投げ

男子19.99m女子13.40m 男子20.35m女子13.91m
基本的な生活習慣「早寝、早起き、 小4:93.5% 小4:93.4%
朝ごはん」が身に付いている子ど 中1:93.2% 中1:93.8%
もの割合 中2:81.6% 中2:80.8%
①12時(小学校４年生は11時）まで
に就寝する子どもの割合
②７時までに起床する子どもの割 小4:82.1% 小4:81.0%
合 中1:76.7% 中1:77.3%

中2:69.9% 中2:69.7%
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指標 28年度実績 29年度実績
③朝食を毎日食べる子どもの割合 小4:86.2% 小4:86.2%

中1:84.6% 中1:83.6%
中2:82.5% 中2:82.4%

薬物乱用防止教室を実施している 小：100% 小：100%
学校の割合 中：100% 中：100%

高：100% 高：100%

■「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」（スポーツ庁）体力合計点の推移

※体力合計点
【小学校】握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20mシャトルラン、50ｍ走、
立ち幅とび、ソフトボール投げの８種目をそれぞれ得点化し、その合計得点の平均
【中学校】握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、持久走、20mシャトルラン、
50ｍ走、立ち幅とび、ソフトボール投げの８種目をそれぞれ得点化し、その合計得点の
平均（持久走と20mシャトルランは選択）
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一人一人を大切にし、個性や能力を最大限に伸ばす

指標 28年度実績 29年度実績
京都府作成の人権教育関係資料を活用して人権学習や研修等を実 小：100% 小：100%
施している学校の割合 中：100% 中：100%

特別な支援を要する子どもに係る個別の指導計画が作成されてい 小: 100% 小:99.5%
る割合 中:94.9% 中:96.9%

高:41.8% 高:56.4%
特別支援学校生徒の就職率 34.5% 27.7%
保育所、幼稚園、認定こども園及び家庭と連携して交流活動を実 97.1% 97.1%
施している小学校の割合
自分の夢や目標を持っている子どもの割合 小6:84.5% 小6:84.7%
（「将来の夢や目標を持っていますか」という質問に対し「当て 中3:68.7% 中3:68.2%
はまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童生徒の
割合の計）
キャリア教育に関する体験活動を実施している学校の割合 小:100% 小:100%

中:100% 中:100%
高:100% 高:100%

府立学校生徒の全国高校総体、国民体育大会など全国大会の出場 出場者数 出場者数
者数及び８位入賞数（年間／延べ数） 357人 383人

８位入賞数 ８位入賞数
85人･校 100人･校

■特別支援教育の対象児童生徒数（京都市を除く。）

■特別支援教育の対象児童生徒数（京都市を除く。）

＋1,637人［＋40.4％］

 小中学校（特別支援学級・通級） 3,293人（81.4％） 4,819人（84.8％） ＋1,526人［＋46.3％］

合計（義務教育段階） 4,047人 5,684人 

2010→2017伸び

特別支援学校（小中学部）  754人（18.6％）  865人（15.2％）

2010年度 2017年度

＋  111人［＋14.7％］
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■大学等進学率の推移

社会の変化に対応し、よりよい社会の構築に貢献できる力をはぐくむ

指標 28年度実績 29年度実績
学校のきまりや規則を守ることを日常的に意識している子どもの 小6:90.1% 小6:91.6%
割合（「学校のきまり・規則を守っていますか」という各質問に 中3:93.9% 中3:95.0%
対し「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した
児童生徒の割合の計）
人の役に立つ人間になりたいと思っている子どもの割合 小6:94.1% 小6:93.1%
（「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」という質問に対 中3:92.7% 中3:91.9%
し「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児
童生徒の割合の計）
環境教育に取り組んでいる学校の割合 小:99.0% 小:99.5%

中:84.4% 中:86.0%
高: 100% 高: 100%

情報モラルの指導を実施している学校の割合 小:100% 小:99.0%
中:100% 中: 100%
高:100% 高: 100%

家族の大切さ、子どもを生み育てる意義などを学習する体験学習 54.5% 92.7%
実践プログラムを導入した府立高校の割合
公立中学・府立高等学校の英語教員のうち、英検準１級以上等を 中:34.3% 中:42.5%
取得している教員の割合 高:67.2% 高:63.8%
外国の生徒等と交流している府立高等学校の割合 59.6% 55.3%
海外留学を行った府立高等学校の生徒数（24年度以降の延べ人数） 507人 629人
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安心・安全で充実した教育の環境を整備する

指標 28年度実績 29年度実績
危機管理マニュアルを毎年点検及 小:98.6% 中:94.8% 小:99.0% 中:94.8%
び見直す学校の割合 高:87.1% 特:92.9% 高:90.3% 特:85.7%
千人当たりの暴力行為の件数（年 小中高 8.7件 10月確定
間）
認知されたいじめの年度内解消率 93.4% 10月確定
教育相談機能の充実を図るための 小:12.9% 小:17.6%
スクールカウンセラーを配置して 中: 100% 中: 100%
いる学校の割合 高: 100% 高: 100%
経済的に困難な家庭の子どもの「全 小6国 府:68.0% 10月以降確定
国学力・学習状況調査」における 要:51.2% 準:60.8%
平均正答率 小6算 府:65.9%

要:51.7% 準:59.3%
中3国 府:73.8%

要:54.8% 準:67.6%
中3数 府:58.0%

要:36.1% 準:46.9%
学校耐震化率（公立小・中、府立 小中:99.9% 小中:100%
高・特別支援学校） 高: 100% 特支: 100% 高:100% 特支:100%

■いじめの認知件数の推移（千人当たり）

■いじめの年度内解消率
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※平成29年３月14日に国の「いじめの防止等のための基本的な方針」が改定され、
「いじめが解消された状態」が示される。

【いじめが解消された状態】
①いじめに係る行為が止んでいること

いじめが止んでいる状態が相当の期間継続していること。
相当の期間とは、少なくとも３か月を目安とする。

②被害児童生徒が心身の苦痛を感じていないこと
判断する時点において、被害児童生徒がいじめの行為により心身の苦痛を感じて
いないと認められること。

■不登校児童生徒数の推移

■公立小中学校における不登校児童生徒の状況

■中学校卒業生徒の進路状況（全日制高校への進学率）

(％)
H27.3 H28.3 H29.3

京都府全体 93.3 94.1 93.8
要保護家庭 76.5 73.7 75.6
準要保護家庭 88.8 90.3 89.6

（ 出 現 率 ）  2.68％  2.77％  2.83％  3.00％  3.12％

（ 出 現 率 ）  0.30％  0.32％  0.39％  0.43％  0.48％

中 学 校 1,693人 1,757人 1,770人 1,847人 1,881人

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

小 学 校   397人   406人   495人   542人   594人
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■公立学校施設の耐震化率

学校の教育力の向上を図る

指標 28年度実績 29年度実績
図書館を毎日開館している学校の割合 小：94.3% 小:95.7%

中：69.8% 中:72.0%
高： 100% 高: 100%

ボランティアや公立図書館と連携した読書活動を行っている学校 小：96.7% 小:98.6%
の割合 中：60.4% 中:59.1%

高： 100% 高:95.9%
府立学校の運動部への外部指導者の派遣回数（年間／㉘延べ回数 2,751回 5,814時間
・㉙延べ時間）
府総合教育センターの研修（出前講座を含む）を受講する教職員 24,090人 24,802人
数（年間／延べ人数）
保護者や地域住民等による学校評価を行っている学校の割合 小:96.7% 小:95.7%

中:93.8% 中:93.5%
高: 100% 高: 100%
特: 100% 特: 100%

■平成29年度公立学校教員勤務実態調査【速報値】

 ► 全国と比較し、過労死ライン（月80時間）相当以上超過勤務者が多い
　　＜小学校教諭＞52％（全国34％）＜中学校教諭＞72％（全国58％）

 ► 全国と比較し、特に土日の勤務時間が長い（１日当たり）
　　＜小学校教諭＞２時間30分（全国１時間７分）　＋１時間23分
　　＜中学校教諭＞４時間19分（全国３時間22分）　＋０時間57分
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すべての教育の出発点である家庭教育を支援する

指標 28年度実績 29年度実績
家庭教育に関する講座等の開催回数（年間） 356回 449回
家庭教育カウンセラー延べ相談件数 373件 422件
子育てが「楽しい」と思う保護者の割合 - -
（子育てのとらえ方が「たのしい」という設問に「いつも」「時
々」と回答した保護者の割合の計）

地域社会の力を活かして子どもをはぐくむ環境をつくる

指標 28年度実績 29年度実績
地域の特色を活かした子どもの活動の場の数 79箇所 83箇所
地域住民及び企業やＮＰＯ等と連携して学校支援活動が行われて 小:91.4% 小:91.4%
いる学校の割合 中:81.9% 中:75.0%
知っている人に会った時にあいさつをする子どもの割合 小4:62.1% 小4:62.8%
（「知っている人に会ったときは、あいさつをしている」という 中1:62.1% 中1:61.8%
質問に対し「当てはまる」と回答した児童生徒の割合） 中2:59.6% 中2:59.4%
地域の行事に参加している子どもの割合 小6:41.5% 小6:36.0%
（「今住んでいる地域の行事に参加していますか」という質問に 中3:17.3% 中3:15.0%
対し「当てはまる」と回答した児童生徒の割合）

生涯学習社会の実現に向けて学習環境を充実させる

指標 28年度実績 29年度実績
文化財講座等の参加者数（年間） 10,085人 13,555人
週１回以上運動やスポーツを行う成人の割合 - 48.7%
府立図書館の本の貸出冊数 245,895冊 245,860冊
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■今後の中学校３年生の人数の推計
（人）

区域 H25 H30 H35 H38 H39 H40
京都市・乙訓 14,542 13,611 13,549 12,888 12,557 12,756

山城 5,446 5,266 5,155 4,958 4,725 4,530
南丹 1,483 1,230 1,121 1,089 1,045 1,047
中丹 2,006 1,805 1,656 1,610 1,602 1,591
丹後 1,100 856 749 624 623 617

計 24,577 22,768 22,230 21,169 20,552 20,541
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